
東海再処理施設の廃止措置の現況 

項目 概要 資料 

1. ガラス固化技術開発施設（TVF）の状況  

ガラス固化処理 

【保管状況：354 本/420 本】 

・R4/7/12 TVF ガラス固化処理（22-1CP）開始 

・R4/10/5 ガラス固化処理終了（製造本数 25 本） 

・R4/10/5～ 運転再開に向けた点検整備 

1-1 

3 号溶融炉製作 
・R5/11/1～ モックアップ試験棟での作動試験等を実施中 

・R7/9/24～ 2 号溶融炉付帯配管等の撤去を実施中 
1-2 

  
2. 系統除染の状況  

系統除染 

【R7/7/18～】 

・DN：汚染状況調査【R7/7/18～】  

・Kr：汚染状況調査【R7/7/18～】 

・PCDF：汚染状況調査【R7/7/18～】・除染【R8/6/17～】  

・MP：汚染状況調査【R8/3/9～】 

2-1 

  
3. LWTF の運転開始に向けた取組み  

LWTF の施設整備 ・硝酸根分解設備・セメント固化設備等に係る設計 3-1 

  
4. 高放射性固体廃棄物貯蔵庫（HASWS）の貯蔵状態の改善  

施設整備の計画検討 
・HASWS 貯蔵状態の改善に向けた施設整備の計画について

検討中【R8/4/1～】 
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5. ふげん使用済燃料の搬出  

ふげん使用済燃料の搬出準備 ・輸送容器を用いた操作訓練 5-1 

ハード対策工事（クレーンワイヤ 2 重化、

プールクレーン整備等） 

・クレーンワイヤ 2 重化工事：完了 【R4/12/13～R5/2/3】 

・プールクレーン整備工事（部品交換等）：完了 【R5/2/3～

R5/3/31】 

・吊具の更新等：完了 【R5/4/3～R6/3/27】  
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廃止措置計画変更申請  

TVF 保管能力増強 
・H30/11/9 廃止措置計画変更認可申請 

・今後、補正を予定。 
 

高放射性固体廃棄物貯蔵庫(HASWS)の

セル内消火設備の設置に伴う性能維持施

設の追加、変更等 

・R7/11/21 廃止措置計画変更認可申請 

・R8/2/13  廃止措置計画変更認可申請の一部補正 

 令和8年2月27日変更認可 

 

 
高放射性廃液の貯蔵量  

R8/6/30 時点の高放射性廃液の貯蔵量 ・350 m3  
 
○下線(赤字)は前回からの変更箇所を示す。 

○ハッチングした工事は、完了したものを示す。 

○資料は核燃料サイクル工学研究所のホームページでご覧下さい。 

   https://www.jaea.go.jp/04/ztokai/repro/Today/genkyo.pdf 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 2 月 7 日現在 

ホームページアドレス 

令和 8 年 7 月 10 日現在 
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1-1 ガラス固化技術開発施設（TVF）におけるガラス固化処理の状況

TVFガラス固化処理の実績

溶融炉更新

緊急安全対策

耐震性向上工事

約9年間の休止期間

▼ 3.11

▼ 6.13

廃止措置計画認可

▼ 12.18

リスク低減取組開始
（原子力規制委員会了解）

354本

アスファルト
火災爆発事故

H27年度： 9本製造
H28年度： 16本製造
H29年度： 34本製造
H30年度： 3本製造
R元年度： 7本製造
R3年度 ： 13本製造
R4年度 ： 25本製造

H30 R5 R10H25H10 H15 H20H6

年度

ガラス固化体保管能力： 420本

今後、3号溶融炉への更新、保管能力増強を予定



令和8年度令和7年度令和6年度令和5年度令和4年度令和3年度

（1） 許認可
（R3年6月29日申請，

R3年10月5日認可）

（2） 3号溶融炉の製作/試験

（3） 2号溶融炉の取外し

（4） 3号溶融炉の据付け

1-2 3号溶融炉の製作

3号溶融炉据付け3号溶融炉作動試験

2号溶融炉取外し

築炉（最終組立）築炉（中間組立）

メーカー工場

3号溶融炉の製作（中間組立）

原子力機構
モックアップ試験棟

3号溶融炉の製作（最終組立） 3号溶融炉据付け

TVF固化セル

3号溶融炉の製作（作動試験）

原子力機構 モックアップ試験棟

1870
184

0

1
90
0

26
00

材質：SUS304

写真： 2号溶融炉製作時（平成14～15年）

溶融炉ケーシングレンガ

中間組立（メーカ工場）・
最終組立（モックアップ試験棟）

申請 認可

各部品の材料手配
加工 運転条件確認試験

2号溶融炉等の撤去

3号溶融炉等の据付

3号溶融炉熱上げ

現在



2-1 系統除染の概要（1/2）

令和7年7月18日、既に供用を終了し、先行して除染、解体に着手する計画としていた下記の4施
設（先行4施設）において、機器の解体時における作業者の被ばく低減を目的とした系統除染※1の
第一段階に着手した。なお、系統除染の第一段階により放出される放射性廃棄物は、既設の設備
による措置を行い、放出管理目標値を超えないよう適切に管理する。

系統除染を行う先行4施設

クリプトン回収技術開発施設
（Kr）

プルトニウム転換技術開発施設
（PCDF）

ウラン脱硝施設（DN）

分離精製工場（MP）

※1：詳細は系統除染の概要（2/2）を参照



2-1 系統除染の概要（2/2）

系統除染は、放射性物質の除去を行う除染作業と、除染作業の前後に行う汚染状況調査（線量率測
定等）から構成され、使用する除染試薬の種類と除染目的に応じて四段階に区分される。現在進めて
いる先行4施設の系統除染第一段階については、令和9年度末を目途にレビューを行い、除染の継続、
次段階への移行、機器解体・撤去への移行を判断する。

東海再処理施設の系統除染及び機器解体の流れ

【系統除染】

除 染

低濃度の硝酸水溶液による洗浄

除 染
アルカリ水溶液による洗浄

除 染
解体作業を容易にするための特別な

試薬等による除染

除 染

解体廃棄物の処分を簡易化するための特別な

試薬等による除染

汚染状況調査

汚染状況調査

汚染状況調査

解体廃棄物
の

減容処理
・

廃棄体化等

汚染状況調査
建家の
除染
・

管理区域
解除

機器解体期間に実施 管理区域解除期間に実施R7年度
から開始

系統除染第一段階

系統除染第二段階

系統除染第三段階

系統除染第四段階

機器
解体

・
撤去

解体後
除染

解体廃棄物の処
分を容易化する

ための除染



2-1 先行4施設における系統除染のスケジュール

R10（2028）年度以降R9（2027）年度R8（2026）年度
R7（2025）年度

年度
4Q3Q2Q1Q

分離精製工場（MP）

ウラン脱硝施設（DN）

プルトニウム転換技術
開発施設（PCDF）

クリプトン回収技術開
発施設（Kr）

先行4施設における系統除染のスケジュール

系統除染では、汚染状況調査により現状の汚染状況を把握したうえで除染を実施する。その後、除
染効果を確認するための汚染状況調査を行い、R9年度末を目途にレビューを実施し、今後の方針を
判断する。ただし、線量が低い場合には除染を行わず、解体に向けた汚染状況調査のみを実施する。

（機器解体計画を具体化し申請）

（レビューの結果に基づき計画を具体化し申請）

レビュー※3

（レビュー結果に基づき計画を具体化し申請）

（機器解体計画を具体化し申請）

※2：線量が低いため除染は行わず、機器解体を前提とした汚染状況調査を実施
※3：3年間で実施した汚染状況調査及び除染の結果をレビューし、除染を継続するか、次の段階の除染に進むか、あるいは機器解体に着手するかを、

汚染状況調査の結果、除染効果等を踏まえ判断

レビュー※3

レビュー※3

レビュー※3

計画

実績

現在

汚染状況調査※2

汚染状況調査※2

汚染状況調査・除染

汚染状況調査・除染



2-1 DN、Krにおける系統除染（汚染状況調査）

DN及びKrは機器、配管等の線量が低く、作業者が近接して解体可能であることから、除染を行
わず、汚染状況調査を実施し機器解体・撤去に移行する予定である。このため、機器解体計画の
具体化に向けて汚染状況を把握することを目的に、汚染状況調査として機器・配管等の線量率
測定を実施する。

表面密度測定（Kr）

スミヤ採取（Kr)

表面密度測定（DN）

スミヤ採取（DN)



2-1 PCDFにおける系統除染（汚染状況調査及び除染）

サーベイメータ

グローブボックス

遮蔽体

覗き窓

グローブポート

グローブ

グローブ
ボックス内

グローブボックスの外観図

PCDFでは、除染前の機器・設備の汚染状況を把握することを目的に、汚染状況調査としてグ
ローブボックスをはじめとした施設内の機器・配管等の線量率測定、カメラによる内部観察等を
実施する。その後、除染としてグローブボックス内のMOX粉末の回収を実施する。

線量率測定（γ線用サーベイメータ）

作業の概要図

グローブボックス内部の機器やMOX粉末の
残留量を確認するため、グローブボックス内

にカメラを入れ、内部の様子を確認



抽出器

線量計

貫通配管

2-1 MPにおける系統除染（汚染状況調査及び除染）

MPでは、除染効果の確認のため、現在の機
器・設備の汚染状況を把握すること等を目的に、
汚染状況調査としてセル点検孔等から線量計
を挿入しての線量率測定や、サンプリング・分
析等を実施する。その後、汚染状況調査の結
果を踏まえて、除染として硝酸水溶液を用いた
洗浄を実施する。 溶解槽

点検孔

線量計

せん断機

既設線量計

セル窓

マニプレータ

高線量線量計

インサートプラグ

セル内クレーン

線量計

分配器

高線量線量計

溶解工程の作業イメージ

機械処理工程の作業イメージ

セル点検孔から線量計を挿入して測定

セル内に線量計を搬入し、セル内クレーンや
マニプレータを用いて測定

既設の貫通配管から
線量計を挿入して測定

抽出工程の作業イメージ

S

既設設備による
サンプリング・分析



セメント固化プロセス
セメント材を用いて、ろ過処理済

液/スラリ廃液をインドラムミキシン
グ(ドラム缶内で廃液とセメント材・
添加剤を混練する方法)にてセメン
ト固化

3-1 LWTFの施設整備

○ LWTFに導入予定の硝酸根分解設備に関して、令和7年度までに実設備1/1スケールの試験
（実証プラント規模試験）を実施し、硝酸根分解設備の安定・安全運転に向けたデータを取得。

○令和8年度は、実証プラント規模試験で得られた結果を取りまとめ、実設備に反映すべき事項
を整理した上で、硝酸根分解設備・セメント固化設備の設計に着手する。

低放射性廃棄物処理
技術開発施設

（LWTF）

 硝酸根分解プロセス
触媒/還元剤法を用いて硝酸塩廃液中の硝酸ナトリウムを水酸化ナトリウムに転換

4NaNO3＋5N2H4 → 7N2＋4NaOH＋8H2O

 廃液温度：80℃

 分解条件

 還元剤：ヒドラジン  触媒：Pd/Cu担持活性炭

（1）硝酸塩廃液受入
溶液①：廃液
溶液②：触媒スラリ

（2）硝酸根分解処理（開始）
溶液③：廃液+還元剤

+触媒スラリ

（3）硝酸根分解処理（終了）
溶液④：処理済廃液
溶液②：触媒スラリ

（4）処理済廃液払出し
溶液②：触媒スラリ

分解槽での硝酸根分解処理フロー

廃液 セメント材

M
混練機

添加剤

セメント固化体実証プラント規模試験装置

そ
の
他
施
設

ろ過・吸着設備
ろ過処理済液
蒸発濃縮設備

スラリ廃液
蒸発濃縮設備

セメント
固化体

セメント
固化体

新設①
硝酸根

分解設備

新設②
セメント

固化設備

ろ過処理済液

新設②
セメント

固化設備

スラリ(泥水状)廃液

貯
蔵
施
設

濃縮
廃液

リン酸
廃液

図 LWTFでの廃液処理フロー



4-1 HASWS貯蔵状態の改善に向けた施設整備の計画検討

○ 高放射性固体廃棄物貯蔵庫（HASWS）に貯蔵している廃棄物（ハル缶等）の取出しに向け、英国の廃止措置で使
用実績のある水中ROV及び海底からの物品の引上げ・運搬に用いられている水中リフタを組み合わせた遠隔取
出し装置の技術開発を実施。

○ これまでモックアップ試験設備を用いて、一連の取出し作業※1を安定して実施可能であることを確認したことを踏
まえ、水中ROVと水中リフタによる廃棄物取出し方法に関して、安全性、作業性等の観点から評価し、実環境に適
用可能であるとの技術的な成立性の見通しを得ている。

○ これまでの技術開発で得られた知見については、廃棄物取出し設備の検討に活用する。
○ 令和8年度は、HASWS貯蔵状態の改善に向けた施設整備の計画について検討する。

水中ROVと水中リフタを用いた廃棄物の取出しに係る
モックアップ試験概要

回収吊具※2 グラブ※2 ※2廃棄物の状態により使い分け

浮き部

水中ROV

廃棄物に付属する
ワイヤの切断や回
収吊具の取付けな
どの作業を行う

※１:モックアップ試験で確認した廃棄物の取出しに係る作業概要
①廃棄物に付属するワイヤの切断
②廃棄物の浮上げ
③廃棄物の移動
④廃棄物の浮下げ
⑤廃棄物の回収

水中リフタ

水中ROVの補助治具
として、廃棄物の把
持・保持・浮上げ・浮
下げの作業を行う



5-1 ふげん使用済燃料の搬出準備

〇東海再処理施設の燃料貯蔵プールにあるふげん使用済燃料265体は、海外の再処理施設で再処理するため
に令和13年度までに全量搬出する計画である。

〇令和8年度は、輸送容器を用いた操作訓練を実施する。

輸送容器イメージ

ＴＮＪＡキャスク（乾式）仕様

約 6.8 mキャスク全長

約 2.2 mキャスク直径

約 80 トン燃料収納時の重量

32 体燃料収納体数

管理区域

燃料カスククレーン

真空乾燥作業エリア

燃料取出しプール

エクステンションアーム

真空乾燥
装置

輸送容器

①

②

③

輸送容器保管場所

二次容器

凡例
：輸送容器の流れ

①二次容器への輸送容器の
収納及び輸送容器への
模擬燃料の挿入・取出し

②プール内での輸送容器の
蓋の開閉

③真空乾燥装置による
輸送容器の排水・乾燥

分離精製工場（MP)において、気中での輸送容器への模擬燃料の挿入、プール内で
の輸送容器の蓋の開閉、真空乾燥装置による輸送容器の排水・乾燥を実施。

なお、輸送容器へ燃料を装荷する訓練では模擬燃料を用い、使用済燃料は取り扱
わない。

真空乾燥装置を輸送容器に接続し、排水・
乾燥を実施

真空乾燥装置の排水・排気はカスク除染室
の既設設備に接続

【輸送容器を用いた操作訓練】

使用済燃料の貯蔵状況

【輸送容器の仕様等】



5-2 燃料カスククレーンのワイヤ2重化・吊具の更新等の工事

【概要】 ワイヤ2重化工事完了，吊具の更新等の作業完了

旧イコライザー装置
【シーブ（滑車）タイプ】

新イコライザー装置
【ビーム（はり）タイプ】

旧イコライザ-装置 新イコライザー装置

〇使用済燃料を収納した輸送キャスクの搬送時に，燃料カスククレーンのワイヤが切断した場合の落下防止対策
として，イコライザー装置を改良し，燃料カスククレーンのワイヤを2重化した（作業期間：令和4年12月13日～令
和5年2月3日）。

〇不要となったHZキャスク用の吊具及びキャスク用架台，既設のエクステンションアームを切断・解体・撤去し，TN 
JAキャスク用の吊具及びワイヤ2重化に伴い改良したエクステンションアームへの更新を実施した（作業期間：
令和5年4月3日～令和6年3月27日）。

吊具 キャスク用架台
（撤去のみ）

ワイヤ
1重

ワイヤ
2重

【ワイヤ2重化工事】 工事完了 【吊具の更新等】 作業完了

HZキャスク（湿式）用の吊具等

TN JAキャスク（乾式）用の吊具等

エクステンションアーム

切断・解体・撤去済

【切断・解体・撤去完了】
搬入済 【更新完了】


